
 

第１０６期末（平成２０年３月３１日現在）貸借対照表 

                                         （単位：百万円） 

科      目 金    額 科      目 金    額 

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

現 金 預 け 金 27,133 預 金 1,157,910

現 金 17,392 当 座 預 金 45,584

預 け 金 9,740 普 通 預 金 290,451

コ ー ル ロ ー ン 30,000 貯 蓄 預 金 10,193

買 入 金 銭 債 権 123 通 知 預 金 21,332

商 品 有 価 証 券 37 定 期 預 金 745,068

商 品 国 債 3 定 期 積 金 34,217

商 品 地 方 債 34 そ の 他 の 預 金 11,062

金 銭 の 信 託 3,000 コ ー ル マ ネ ー 1,202

有 価 証 券 349,606 借 用 金 2,000

国 債 176,026 借 入 金 2,000

地 方 債 42,710 外 国 為 替 6

社 債 64,256 売 渡 外 国 為 替 0

株 式 7,482 未 払 外 国 為 替 6

そ の 他 の 証 券 59,130 社 債 8,000

貸 出 金 818,511 そ の 他 負 債 11,350

割 引 手 形 21,694 未 払 法 人 税 等 809

手 形 貸 付 62,083 未 払 費 用 2,016

証 書 貸 付 643,400 前 受 収 益 754

当 座 貸 越 91,332 従 業 員 預 り 金 104

外 国 為 替 3,998 給 付 補 て ん 備 金 37

外 国 他 店 預 け 2,683 金 融 派 生 商 品 13

買 入 外 国 為 替 0 そ の 他 の 負 債 7,614

取 立 外 国 為 替 1,314 賞 与 引 当 金 736

そ の 他 資 産 4,024 役 員 賞 与 引 当 金 30

前 払 費 用 11 退 職 給 付 引 当 金 5,461

未 収 収 益 1,709 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 191

金 融 派 生 商 品 19 睡眠預金払戻損失引当金 195

そ の 他 の 資 産 2,283 偶 発 損 失 引 当 金 60

有 形 固 定 資 産 13,882 再評価に係る繰延税金負債 2,469

建 物 2,356 支 払 承 諾 3,030

土 地 10,613 負 債 の 部 合 計 1,192,645

建 設 仮 勘 定 45 （ 純 資 産 の 部 ）

その他の有形固定資産 867 資 本 金 10,000

無 形 固 定 資 産 1,386 資 本 剰 余 金 8,208

ソ フ ト ウ ェ ア 1,318 資 本 準 備 金 8,208

その他の無形固定資産 67 利 益 剰 余 金 35,686

繰 延 税 金 資 産 6,090 利 益 準 備 金 1,791

支 払 承 諾 見 返 3,030 そ の 他 利 益 剰 余 金 33,895

貸 倒 引 当 金 △11,631 別 途 積 立 金 21,000

 繰 越 利 益 剰 余 金 12,895

 自 己 株 式 △118

 株 主 資 本 合 計 53,777

 その他有価証券評価差額金 528

 土 地 再 評 価 差 額 金 2,241

 評 価 ・ 換 算 差 額 等合計 2,770

 純 資 産 の 部 合 計 56,547

資 産 の 部 合 計 1,249,192 負債及び純資産の部合計 1,249,192
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（単位：百万円） 

科     目 金                  額 

経 常 収 益  26,599  

資 金 運 用 収 益 23,494  

貸 出 金 利 息 19,181  

有 価 証 券 利 息 配 当 金 3,950  

コ ー ル ロ ー ン 利 息 176  

預 け 金 利 息 61  

そ の 他 の 受 入 利 息 124  

役 務 取 引 等 収 益 2,384  

受 入 為 替 手 数 料 865  

そ の 他 の 役 務 収 益 1,519  

そ の 他 業 務 収 益 15  

外 国 為 替 売 買 益 0  

商 品 有 価 証 券 売 買 益 3  

国 債 等 債 券 売 却 益 11  

そ の 他 経 常 収 益 705  

株 式 等 売 却 益  254  

金 銭 の 信 託 運 用 益  11  

そ の 他 の 経 常 収 益  439  

経 常 費 用  22,638  

資 金 調 達 費 用  3,291  

預 金 利 息 3,115  

コ ー ル マ ネ ー 利 息  66  

借 用 金 利 息  46  

社 債 利 息  61  

そ の 他 の 支 払 利 息  0  

役 務 取 引 等 費 用  1,666   
支 払 為 替 手 数 料  158  

そ の 他 の 役 務 費 用  1,508  

そ の 他 業 務 費 用  291  

国 債 等 債 券 売 却 損  26  

国 債 等 債 券 償 却  263  

そ の 他 の 業 務 費 用  1  

営 業 経 費  14,487  

そ の 他 経 常 費 用  2,902  

貸 倒 引 当 金 繰 入 額  461  

貸 出 金 償 却  1,172  

株 式 等 売 却 損  46  

株 式 等 償 却  650  

そ の 他 の 経 常 費 用  570  

経 常 利 益  3,960  

特 別 利 益  673  

固 定 資 産 処 分 益  63  

償 却 債 権 取 立 益  609  

特 別 損 失  463  

固 定 資 産 処 分 損  60  

減 損 損 失  55  

そ の 他 の 特 別 損 失  348  

税 引 前 当 期 純 利 益  4,170
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  1,151  

法 人 税 等 調 整 額  830  

当 期 純 利 益  2,188  

 

 

 

 

平成１９年４月 １日から 
平成２０年３月３１日まで

第１０６期 損益計算書 
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個 別 注 記 表 
 
記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

重要な会計方針 

 
1. 商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。 

2. 有価証券の評価基準及び評価方法 
（1）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社・子法人等株式及び
関連法人等株式については移動平均法による原価法、その他有価証券のうち時価のあるものについては決算日の市場価格
等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、時価のないものについては移動平均法による原価法又は
償却原価法により行っております。 
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

（2）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価は、時価法に
より行っております。 

3. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

4. 固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産 
有形固定資産は、定率法（ただし、平成 10 年 4 月 1 日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定額法）
を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。 
建 物   8 年～50 年 
動 産   3 年～20 年 

（会計方針の変更） 

平成 19 年度税制改正に伴い、平成 19 年 4 月 1 日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づ

く償却方法により減価償却費を計上しております。この変更により、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽

微であります。 

（追加情報） 

当期より、平成 19 年 3 月 31 日以前に取得した有形固定資産については、償却可能限度額に達した事業年度の翌事業

年度以後、残存簿価を 5 年間で均等償却しております。なお、これによる経常利益及び税引前当期純利益に与える影響

は軽微であります。 

（2）無形固定資産 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内における利用可能

期間（5年）に基づいて償却しております。 

5. 繰延資産の処理方法 

社債発行費は、支出時に全額費用として処理しております。 

6. 外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準 
外貨建資産・負債は、主として決算日の為替相場による円換算額を付しております。 
7. 引当金の計上基準 

（1）貸倒引当金 
貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 
破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る債権及びそれと同等の
状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直接減額後
の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、
現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に係る債権については、債権額
から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判
断し必要と認める額を計上しております。 
上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。 
すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署
が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 
なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保証による回収が

可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は 3,928 百万円であ

ります。 

（2）賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払に備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当期に帰属する額を計上

しております。 

（3）役員賞与引当金 

役員賞与引当金は、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する賞与の支給見込額のうち、当期に帰属する額を計

上しております。 

（4）退職給付引当金 
退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、必要
額を計上しております。また、過去勤務債務及び数理計算上の差異の損益処理方法は以下のとおりであります。 
過去勤務債務    その発生年度の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（8年）による定額法により損益

処理 
    数理計算上の差異  各発生年度の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10 年）による定額法により按分

した額をそれぞれ発生の翌期から損益処理 
（会計基準変更時差異の償却期間） 
なお、会計基準変更時差異（3,251 百万円）については、8年による按分額を費用処理しております。 
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（5）役員退職慰労引当金 

役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払に備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見積額のうち、当期末

までに発生していると認められる額を計上しております。 

（会計方針の変更） 
従来、役員退職慰労金は、支出時に費用処理をしておりましたが、「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又
は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会監査・保証実務委員会報告第 42 号
平成 19 年 4 月 13 日）が平成 19 年 4 月 1 日以後開始する事業年度から適用されることに伴い、当期から同報告を適用して
おります。 
これにより、従来の方法に比べ、営業経費は 7 百万円増加、特別損失は 183 百万円増加し、経常利益は 7 百万円減少、

税引前当期純利益は 191 百万円減少しております。 

（6）睡眠預金払戻損失引当金 

睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について預金者からの払戻請求に基づく払戻損失に備えるため、過去

の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を計上しております。 

（追加情報） 
利益計上した睡眠預金の預金者への払戻損失は、従来払戻時の費用として処理しておりましたが、「租税特別措置法上の
準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会監
査・保証実務委員会報告第 42 号平成 19 年 4 月 13 日）が平成 19 年 4 月 1 日以後開始する事業年度から適用されることに
伴い、当期から同報告を適用しております。 
これにより、従来の方法に比べ、その他経常費用は 30 百万円、特別損失は 164 百万円それぞれ増加し、経常利益は 30 百

万円、税引前当期純利益は 195 百万円それぞれ減少しております。 

（7）偶発損失引当金 

偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度に伴う費用負担金の支払に備えるため、過去の負担実績に基づく負担

金支払見込額を計上しております。 

（追加情報） 

平成 19 年 10 月 1 日から信用保証協会との責任共有制度の導入に伴い、当期から信用保証協会への費用負担金の支払見込

額を計上しております。これにより、従来の方法と比べ、その他経常費用は 60 百万円増加し、経常利益は 60 百万円、税

引前当期純利益は 60 百万円それぞれ減少しております。 

8. リース取引の処理方法 
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に
準じた会計処理によっております。 
9. 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という。）の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、有形固定資産に

係る控除対象外消費税等は当期の費用に計上しております。 

 

注記事項 
 

（貸借対照表関係） 
 

1. 関係会社の株式総額         62 百万円 
2. 貸出金のうち、破綻先債権額は 3,414 百万円、延滞債権額は 24,352 百万円であります。 
なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て
又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上
貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97 号）第 96 条第 1 項第 3 号のイからホまでに掲げる事由又は
同項第 4号に規定する事由が生じている貸出金であります。 
また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として

利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。 
3. 貸出金のうち、3ヵ月以上延滞債権額は 293 百万円であります。 
なお、3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から 3ヵ月以上遅延している貸出金で破綻先債権及

び延滞債権に該当しないものであります。 
4. 貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は 4,547 百万円であります。 
なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の
返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び 3 ヵ月以上延滞債権に該
当しないものであります。 
5. 破綻先債権額、延滞債権額、3 ヵ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は 32,607 百万円であります。なお、2.
から 5.に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 
6. 手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査

委員会報告第 24 号）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形及び買入外国為替は、売却又

は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は 21,694 百万円であります。 
7. 担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産  有価証券         －百万円 
担保資産に対応する債務 コールマネー（円貨）   －百万円 

上記のほか、為替決済、歳入代理店等の取引の担保として、有価証券 58,978 百万円及び預け金 5百万円を差し入れておりま

す。また、その他の資産のうち保証金・敷金は 180 百万円であります。 
8. 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定さ
れた条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資
未実行残高は 59,765 百万円であります。このうち契約残存期間が１年以内のものが 45,823 百万円であります。 
なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行の将来

のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその

他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付

けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定

めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。 
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9. 土地の再評価に関する法律（平成 10 年 3 月 31 日公布法律第 34 号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、評価差額につ
いては、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土
地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 
再評価を行った年月日  平成 10 年 3 月 31 日 
同法律第 3条第 3項に定める再評価の方法 
土地の再評価に関する法律施行令（平成 10 年 3 月 31 日公布政令第 119 号）第 2 条第 4 号に定める地価税法に基づいて、
奥行価格補正等合理的な調整を行って算出。 
同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当期末における時価の合計額と当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の

合計額との差額 5,061 百万円 

10. 有形固定資産の減価償却累計額   8,696 百万円 

11. 有形固定資産の圧縮記帳額     1,233 百万円 
12. 借入金は、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付借入金 2,000 百万円であります。 
13. 社債は、劣後特約付社債 8,000 百万円であります。 
14. 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第 2条第 3項）による社債に対する当行の保証債務の額は
7,660 百万円であります。 
15. 1 株当たりの純資産額     567 円 41 銭 
16. 貸借対照表に計上した固定資産のほか現金自動預金支払機、ソフトウェア等の一部については、所有権移転外ファイナン
ス・リース契約により使用しております。 
所有権移転外ファイナンス・リース取引 
（1） 取得原価相当額 

動産       350 百万円 
その他      237 百万円 
合計       587 百万円 

（2） 減価償却累計額相当額 
動産       155 百万円 
その他       74 百万円 
合計       229 百万円 

（3） 期末残高相当額 
動産       194 百万円 
その他      162 百万円 
合計       357 百万円 

（4） 未経過リース料期末残高相当額 
1 年内      108 百万円 
1 年超      256 百万円 
合計       365 百万円 

（5） 支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額 
支払リース料   118 百万円 
減価償却費相当額 107 百万円 
支払利息相当額   12 百万円 

（6） 減価償却費相当額の算定方法 
リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法によっております。 

（7） 利息相当額の算定方法 
リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息

法によっております。 

17. 関係会社に対する金銭債権総額   6,515 百万円 

18. 関係会社に対する金銭債務総額    301 百万円 

19. 当期末の自己資本比率（国内基準）は銀行法第 14 条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の

充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示）に基づき算出しております。当期末の自己

資本比率は 11.41％であります。  

 

（損益計算書関係） 
 

1. 関係会社との取引による収益 

（1）資金運用取引に係る収益総額           103 百万円 

（2）役務取引等に係る収益総額             11 百万円 

（3）その他業務・その他経常取引に係る収益総額     1 百万円 

2. 関係会社との取引による費用 

（1）資金調達取引に係る費用総額            0 百万円 

（2）役務取引等に係る費用総額            119 百万円 

（3）その他業務・その他経常取引に係る費用総額    280 百万円 

3. その他の経常費用には、債権売却損 276 百万円を含んでおります。 

4. その他の特別損失は、過年度相当額の役員退職慰労引当金繰入額 183 百万円、過年度相当額の睡眠預金払戻損失引当金繰入

額 164 百万円であります。 

5. 1 株当たり当期純利益金額             21 円 95 銭 

6. 重要な関連当事者との間の取引はありません。 
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（有価証券関係） 
 

貸借対照表の「国債」「地方債」「社債」「株式」「その他の証券」のほか、「商品有価証券」及び「買入金銭債権」中の信託受益

権が含まれております。 

 
1. 売買目的有価証券 
 貸借対照表計上額 

（百万円） 
当期の損益に含まれた評価差額 

（百万円） 

売買目的有価証券 37 0 

 
2. 満期保有目的の債券で時価のあるもの 
 貸借対照表計上額 

（百万円） 
時価 
（百万円） 

差額 
（百万円）

うち益 
（百万円） 

うち損 
（百万円）

社債 399 397 △2 ― 2

その他 17,952 16,449 △1,503 36 1,539

合計 18,351 16,846 △1,505 36 1,541

（注）1. 時価は、当期末における市場価格等に基づいております。 

2. 「うち益」「うち損」はそれぞれ「差額」の内訳であります。 

 
3. その他有価証券で時価のあるもの 
 取得原価 

（百万円） 
貸借対照表計上額 
（百万円） 

評価差額 
（百万円）

うち益 
（百万円） 

うち損 
（百万円）

株式 5,039 6,789 1,749 2,095 345

債券 
 
国債 
 
 地方債 
 
社債 

275,244 
 

176,964 
 

42,257 
 

56,021 

274,916

176,026

42,710

56,180

△327

△938

452

158

1,619 
 
752 
 
489 
 
377 

1,946

1,690

36

219

その他 41,972 41,235 △736 1,572 2,309

合  計 322,256 322,941 685 5,287 4,601

（注）1. 貸借対照表計上額は、当期末における市場価格等に基づく時価により計上したものであります。 

2. 「うち益」「うち損」はそれぞれ「差額」の内訳であります。 
3. 当期において、その他有価証券で時価のある株式について 631 百万円、時価のない株式について 19 百万円、投信
受益証券 263 百万円の減損処理を行っております。なお、時価が「著しく下落した」と判断するための「合理的
な基準」として、期末日の時価が簿価の 30％以上下落したものについては、著しく下落したものとして減損処理
を行っております。 

 

 
4. 当期中に売却したその他有価証券             
 売却額 

（百万円） 
売却益の合計額 
（百万円） 

売却損の合計額 
（百万円） 

その他有価証券 16,155 265 73

 

 
5. 時価評価されてない有価証券の主な内容及び貸借対照表計上額 
 

金額（百万円） 

満期保有目的の債券 
私募事業債 7,677 

子会社・子法人等株式及び関連法人等株式 
子会社・子法人等株式 
関連法人等株式 

36 
26 

その他有価証券 
非上場株式 
出資証券（投資事業組合） 

629 
66 

 

6. 保有目的を変更した有価証券 

該当ありません。 
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7. その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の償還予定額 
 1 年以内 

（百万円） 
1 年超 5年以内 
（百万円） 

5 年超 10 年以内 
（百万円） 

10 年超 
（百万円） 

債券 
 
国債 

 
地方債 

 
社債 

113,281 
 

77,687 
 

17,738 
 

17,855 

82,447

30,870

14,745

36,831

33,503

16,805

10,225

6,471

53,743

50,662

―

3,080

その他 1,215 11,446 13,256 10,474

合   計 114,497 93,893 46,760 64,217

 

 

（金銭の信託関係） 
 
1. 運用目的の金銭の信託 
 貸借対照表計上額 

（百万円） 
当期の損益に含まれた評価差額 

（百万円） 

運用目的の金銭の信託 3,000 －

 

2. 満期保有目的の金銭の信託 

該当ありません。 

 

3. その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外） 

該当ありません。 

 

（税効果会計関係） 
 
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以下のとおりであります。 
    繰延税金資産 
     貸倒引当金               4,830 百万円 
     退職給付引当金             2,206 
     有価証券減損               904 
     減価償却費                163 
     未払事業税                 67 
     賞与引当金                297 
     睡眠預金払戻損失引当金           78 
     役員退職慰労引当金             77 
     その他                  369 
    繰延税金資産小計             8,997 
    評価性引当額             △  2,749 
    繰延税金資産合計              6,247 
    繰延税金負債                
     その他有価証券評価差額金      △    156 
    繰延税金資産の純額            6,090 
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連結計算書類の作成方針 
 

(1)連結の範囲に関する事項 

① 連結される子会社及び子法人等   2 社 

株式会社大光ビジネスサービス 

たいこうカード株式会社 

② 非連結の子会社及び子法人等 

該当ありません。 

(2)持分法の適用に関する事項 

① 持分法適用の非連結の子会社及び子法人等 

 該当ありません。 

② 持分法適用の関連法人等   2 社 

   大 光 リ ー ス 株式会社 

株式会社東北バンキングシステムズ 

③ 持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等、関連法人等 

該当ありません。 

(3)連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項 

連結される子会社及び子法人等の決算日はすべて 3月末日であります。 

(4)連結される子会社及び子法人等の資産及び負債の評価に関する事項 

連結される子会社及び子法人等の資産及び負債の評価については、全面時価評価法を採用しております。 
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 第１０６期末（平成２０年３月３１日現在）連結貸借対照表 

      （単位：百万円） 

科      目 金    額 科      目 金    額 

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ） 

現 金 預 け 金 27,133 預 金 1,157,881

コールローン及び買入手形 30,000 コールマネー及び売渡手形 1,202

買 入 金 銭 債 権 123 借 用 金 2,000

商 品 有 価 証 券 37 外 国 為 替 6

金 銭 の 信 託 3,000 社 債 8,000

有 価 証 券 349,706 そ の 他 負 債 11,754

貸 出 金 818,471 賞 与 引 当 金 741

外 国 為 替 3,998 役 員 賞 与 引 当 金 30

そ の 他 資 産 4,985 退 職 給 付 引 当 金 5,474

有 形 固 定 資 産 13,884 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 191

建 物 2,356 利 息 返 還 損 失 引 当 金 39

土 地 10,613 睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 195

建 設 仮 勘 定 45 偶 発 損 失 引 当 金 60

そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 869 再評価に係る繰延税金負債 2,469

無 形 固 定 資 産 1,388 支 払 承 諾 3,030

ソ フ ト ウ ェ ア 1,319 負 債 の 部 合 計 1,193,077

 そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 69 （ 純 資 産 の 部 ） 

繰 延 税 金 資 産 6,208 資 本 金 10,000

支 払 承 諾 見 返 3,030 資 本 剰 余 金 8,208

貸 倒 引 当 金 △11,945 利 益 剰 余 金 35,850

 自 己 株 式 △118

 株 主 資 本 合 計 53,940

 その他有価証券評価差額金 528

 土 地 再 評 価 差 額 金 2,241

 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 2,770

 少 数 株 主 持 分 234

 純 資 産 の 部 合 計 56,945

資 産 の 部 合 計 1,250,022 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 1,250,022
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（単位：百万円） 

科     目 金                  額 

経 常 収 益 26,969  

資 金 運 用 収 益 23,648  

貸 出 金 利 息 19,336  

有 価 証 券 利 息 配 当 金 3,948  

コールローン利息及び買入手形利息 176  

預 け 金 利 息 61  

そ の 他 の 受 入 利 息 126  

役 務 取 引 等 収 益 2,513  

そ の 他 業 務 収 益 92  

そ の 他 経 常 収 益 714  

経 常 費 用 22,933  

資 金 調 達 費 用 3,292  

預 金 利 息 3,115  

コールマネー利息及び売渡手形利息 66  

借 用 金 利 息 46  

社 債 利 息 61  

そ の 他 の 支 払 利 息 1  

役 務 取 引 等 費 用 1,714  

そ の 他 業 務 費 用 292  

営 業 経 費 14,604  

そ の 他 経 常 費 用 3,028  

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 431  

そ の 他 の 経 常 費 用 2,596   

経 常 利 益 4,036  

特 別 利 益 673  

固 定 資 産 処 分 益 63  

償 却 債 権 取 立 益 609   

特 別 損 失 464  

固 定 資 産 処 分 損 60

減 損 損 失 55

そ の 他 の 特 別 損 失 348  

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 4,245  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,168  

法 人 税 等 調 整 額 840  

少 数 株 主 利 益  25  

当 期 純 利 益  2,209  

 

 

 

 

 

 

平成１９年４月 １日から
平成２０年３月３１日まで

連結損益計算書  第１０６期 
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連 結 注 記 表 
 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第 2条第 8項及び銀行法施行令第 4条の 2に基づいております。 

 

会計処理基準に関する事項 
 

1. 商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。 

2. 有価証券の評価基準及び評価方法 
(1) 有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券のうち
時価のあるものについては連結決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、時価
のないものについては移動平均法による原価法又は償却原価法により行っております。 
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 
(2) 有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価は、時価
法により行っております。 
3. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

4. 固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産 
有形固定資産は、定率法（ただし、平成 10 年 4 月 1 日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定
額法）を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。 
建 物   8 年～50 年 
動 産   3 年～20 年 

（会計方針の変更） 

平成 19 年度税制改正に伴い、平成 19 年 4 月 1 日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づ

く償却方法により減価償却費を計上しております。この変更により、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影

響は軽微であります。 

（追加情報） 

当連結会計年度より、平成 19 年 3 月 31 日以前に取得した有形固定資産については、償却可能限度額に達した連結会

計年度の翌連結会計年度以後、残存簿価を 5年間で均等償却しております。なお、これによる経常利益及び税金等調整

前当期純利益に与える影響は軽微であります。 

(2)無形固定資産 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当行並びに連結され

る子会社及び子法人等で定める利用可能期間（主として 5年）に基づいて償却しております。 

5. 貸倒引当金の計上基準 
当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 
破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る債権及びそれと同
等の状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直接
減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。
また、現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に係る債権については、
債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合
的に判断し必要と認める額を計上しております。 
上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。 
すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部
署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 
なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保証による回収が
可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は 3,928 百万円であ
ります。 
連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は，一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、

貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ引き当てております。 

6. 賞与引当金の計上基準 
賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰
属する額を計上しております。 
7. 役員賞与引当金の計上基準 

役員賞与引当金は、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰

属する額を計上しております。 

8. 退職給付引当金の計上基準 
退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に
基づき、必要額を計上しております。また、過去勤務債務及び数理計算上の差異の損益処理方法は以下のとおりでありま
す。 
過去勤務債務    その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（8年）による定額法により損益

処理 
    数理計算上の差異   各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(10 年)による定額法

により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理 
なお、会計基準変更時差異（3,251 百万円）については、8年による按分額を費用処理しております。 

 

 

 

 

 

株式会社 大光銀行

─ 4 ─



  

 

9. 役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払に備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見積額のうち、当連

結会計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。 

（会計方針の変更） 
従来、役員退職慰労金は、支出時に費用処理をしておりましたが、「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金
又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会監査・保証実務委員会報告第 42
号平成 19 年 4 月 13 日）が平成 19 年 4 月 1 日以後開始する連結会計年度から適用されることに伴い、当連結会計年度か
ら同報告を適用しております。 
これにより、従来の方法に比べ、営業経費は 7百万円増加、特別損失は 183 百万円増加し、経常利益は 7百万円減少、

税金等調整前当期純利益は 191 百万円減少しております。 

10. 睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について預金者からの払戻請求に基づく払戻損失に備えるため、過 

去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を引当てております。 

（追加情報） 
利益計上した睡眠預金の預金者への払戻損失は、従来払戻時の費用として処理しておりましたが、「租税特別措置法上
の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会
監査・保証実務委員会報告第 42 号平成 19 年 4 月 13 日）が平成 19 年 4 月 1 日以後開始する連結会計年度から適用される
ことに伴い、当連結会計年度から同報告を適用しております。 
これにより、従来の方法に比べ、その他経常費用は 30 百万円、特別損失は 164 百万円それぞれ増加し、経常利益は 30

百万円、税金等調整前当期純利益は 195 百万円それぞれ減少しております。 

11. 偶発損失引当金の計上基準 

偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度に伴う費用負担金の支払に備えるため、過去の負担実績に基づく負

担金支払見込額を計上しております。 

（追加情報） 

平成 19 年 10 月 1 日から信用保証協会との責任共有制度の導入に伴い、当連結会計年度から信用保証協会への費用負担

金の支払見込額を計上しております。これにより、従来の方法と比べ、その他経常費用は 60 百万円増加し、経常利益は

60 百万円、税金等調整前当期純利益は 60 百万円それぞれ減少しております。 

12. 利息返還損失引当金の計上基準 

連結される子会社の利息返還損失引当金は、将来の利息返還の請求に伴う損失に備えるため、過去の返還実績等を勘案

した必要額を計上しております。 

13. 外貨建資産・負債の換算基準 

当行の外貨建資産・負債については、連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

14. リース取引の処理方法 

当行並びに連結される子会社及び子法人等のリース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっております。 

15. 消費税等の会計処理 

当行並びに連結される子会社及び子法人等の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

注 記 事 項 
 

(連結貸借対照表関係) 
 

1. 関係会社の株式（及び出資）総額（連結子会社及び連結子法人等の株式（及び出資）を除く） 156 百万円 
2. 貸出金のうち、破綻先債権額は 3,469 百万円、延滞債権額は 24,395 百万円であります。 
なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て
又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上
貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97 号）第 96 条第 1項第 3号のイからホまでに掲げる事由又
は同項第 4号に規定する事由が生じている貸出金であります。 
また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として

利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。 
3. 貸出金のうち、3ヵ月以上延滞債権額は 295 百万円であります。 
なお、3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から 3ヵ月以上遅延している貸出金で破綻先債

権及び延滞債権に該当しないものであります。 
4. 貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は 4,554 百万円であります。 
なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の

返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び 3ヵ月以上延滞債権に該

当しないものであります。 

5. 破綻先債権額、延滞債権額、3ヵ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は 32,715 百万円であります。なお、上

記 2.から 5.に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

6. 手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監

査委員会報告第 24 号）に基づき金融取引として処理しております。これにより受入れた商業手形及び買入外国為替は、売

却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は 21,694 百万円であります。 
7. 担保に供している資産は次のとおりであります。 
担保に供している資産  有価証券        －百万円 
担保資産に対応する債務 コールマネー（円貨）   －百万円 
上記のほか、為替決済、歳入代理店等の取引の担保として、有価証券 58,978 百万円及び預け金 5百万円を差し入れてお
ります。 
また、その他資産のうち保証金・敷金は 187 百万円であります。 
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8. 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定さ
れた条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資
未実行残高は 71,093 百万円であります。このうち契約残存期間が１年以内のものが 45,823 百万円であります。任意の時期に
無条件で取消可能なものが 11,327 百万円であります。 
なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行並びに

連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、

金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行並びに連結される子会社及び子法人等が実行申し込み

を受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に

応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、

必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。 
9. 土地の再評価に関する法律（平成 10 年 3 月 31 日公布法律第 34 号）に基づき、当行の事業用の土地の再評価を行い、評価
差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した
金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 
再評価を行った年月日  平成 10 年 3 月 31 日 
同法律第 3条第 3項に定める再評価の方法 
土地の再評価に関する法律施行令（平成 10 年 3 月 31 日公布政令第 119 号）第 2条第 4号に定める地価税法に基づいて、
奥行価格補正等合理的な調整を行って算出。 
同法律第 10 条に定める再評価を行った事業用土地の当連結会計年度末における時価の合計額と当該事業用土地の再評価

後の帳簿価額の合計額との差額 5,061 百万円 

10. 有形固定資産の減価償却累計額 8,701 百万円 

11. 有形固定資産の圧縮記帳額   1,233 百万円 

12. 借用金は、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付借入金 2,000 百万円であります。 

13. 社債は、劣後特約付社債 8,000 百万円であります。 
14. 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第 2条第 3項）による社債に対する保証債務の額は 7,660
百万円であります。 
15. 1 株当たりの純資産額     569 円 05 銭 
16. 連結貸借対照表に計上した固定資産のほか現金自動預金支払機、ソフトウェア等の一部については、所有権移転外ファイ
ナンス・リース契約により使用しております。 
所有権移転外ファイナンス・リース取引 
（1）取得原価相当額 

動産       350 百万円 
その他      237 百万円 
合計       587 百万円 

（2）減価償却累計額相当額 
動産       155 百万円 
その他       74 百万円 
合計       229 百万円 

（3）期末残高相当額 
動産       194 百万円 
その他      162 百万円 
合計       357 百万円 

（4）未経過リース料期末残高相当額 
1 年内      108 百万円 
1 年超      256 百万円 
合計       365 百万円 

（5）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額 
支払リース料   118 百万円 
減価償却費相当額 107 百万円 
支払利息相当額   12 百万円 

（6）減価償却費相当額の算定方法 
リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法によっております。 

（7）利息相当額の算定方法 
リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額を利息相当額とし、各連結会計年度への配分方法について

は、利息法によっております。 
17. 当連結会計年度末の退職給付債務等は以下のとおりであります。 

退職給付債務             △ 15,288 百万円 
年金資産（時価）   8,425 
未積立退職給付債務 △  6,863 
未認識数理計算上の差異 2,708 
未認識過去勤務債務（債務の減額）   △  1,319 
退職給付引当金 △  5,474 

なお、退職給付債務等の計算の基礎となった事項は会計処理基準に関する事項 8.に掲げたほか、割引率 2.00％、期待

運用収益率 2.00％であります。 

18.  当連結会計年度末の自己資本比率（国内基準）は銀行法第 14 条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照ら

し自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示）に基づき算出しております。

当連結会計年度末の自己資本比率は 11.41％であります。 

 

(連結損益計算書関係) 
 

1. その他の経常費用には、貸出金償却 1,217 百万円、債権売却損 355 百万円、株式等償却 650 百万円を含んでおります。 

2. その他の特別損失は、過年度相当額の役員退職慰労引当金繰入額 183 百万円、過年度相当額の睡眠預金払戻損失引当金繰入

額 164 百万円であります。 

3. 1 株当たり当期純利益金額  22 円 17 銭 
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(有価証券関係) 
 

連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」及び「買入金銭債権」中の信託受益権が含まれております。 

 
1. 売買目的有価証券 
 

連結貸借対照表計上額 
（百万円） 

当連結会計年度の損益に含ま 
れた評価差額 
（百万円） 

売買目的有価証券 
37 0

 
2. 満期保有目的の債券で時価のあるもの 
 連結貸借対照表計上額 

（百万円） 
時価 
（百万円） 

差額 
（百万円） 

うち益 
（百万円） 

うち損 
（百万円） 

社債 399 397 △2 ― 2

その他 17,952 16,449 △1,503 36 1,539

合計 18,351 16,846 △1,505 36 1,541

（注）1. 時価は、当連結会計年度末日における市場価格等に基づいております。 

2. 「うち益」「うち損」はそれぞれ「差額」の内訳であります。 

 
3. その他有価証券で時価のあるもの 
 取得原価 

（百万円） 
連結貸借対照表計上額
（百万円） 

評価差額 
（百万円）

うち益 
（百万円） 

うち損 
（百万円） 

株式 5,039 6,789 1,749 2,095 345

 
債券 
 
国債 
 
地方債 
 
社債 
 

275,244 
 

176,964 
 

42,257 
 

56,021 

274,916

176,026

42,710

56,180

△327

△938

452

158

1,619 
 
752 
 
489 
 
377 

1,946

1,690

36

219

その他 41,972 41,235 △736 1,572 2,309

合計 322,256 322,941 685 5,287 4,601

（注）1. 連結貸借対照表計上額は、当連結会計年度末日における市場価格等に基づく時価により計上したものであります。 

2. 「うち益」「うち損」はそれぞれ「差額」の内訳であります。 
3.  当連結会計年度において、その他有価証券で時価のある株式について 631 百万円、時価のない株式について 19
百万円、投信受益証券 263 百万円の減損処理を行っております。なお、時価が「著しく下落した」と判断するた
めの「合理的な基準」として、期末日の時価が簿価の 30％以上下落したものについては、著しく下落したものと
して減損処理を行っております。 

 
4. 当連結会計年度中に売却したその他有価証券        
 売却額 

（百万円） 
売却益の合計額 
（百万円） 

売却損の合計額 
（百万円） 

その他有価証券 16,155 265 73

 
5.  時価評価されてない有価証券の主な内容及び連結貸借対照表計上額  
 金額 

（百万円） 

満期保有目的の債券 
私募事業債 7,677

その他有価証券 
非上場株式 
出資証券（投資事業組合） 

636
66

 

6. 保有目定を変更した有価証券 

該当ありません。 
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7.  その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の償還予定額   
 1 年以内 

（百万円） 
1 年超 5年以内 
（百万円） 

5 年超 10 年以内 
（百万円） 

10 年超 
（百万円） 

 
債 券 
 
国債 
 
地方債 
 
社債 
 

113,281 
 

77,687 
 

17,738 
 

17,855 

82,447

30,870

14,745

36,831

33,503

16,805

10,225

6,471

53,743

50,662

―

3,080

その他 1,215 11,446 13,256 10,474

合 計 114,497 93,893 46,760 64,217

 

（金銭の信託関係） 
 
1. 運用目的の金銭の信託 
 

連結貸借対照表計上額 
（百万円） 

当連結会計年度の損益に含まれた評価
差額 

（百万円） 

運用目的の金銭の信託 3,000 －

 

2. 満期保有目的の金銭の信託 

該当ありません。 

 

3. その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外） 

該当ありません。 
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